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茂原市農業委員会第９回総会議事録 

 

１ 開催日時  令和２年８月７日（金） 午後１時３０分から 

 

２ 開催場所  茂原市役所１０２会議室 

 

３ 出席委員  １２名 

     １番 中 村 正 明          ２番 小 高 一 夫 

     ３番 湯 淺 公 夫          ４番 蕨  直 邦 

     ５番 光 橋 正 人（第二副小委員長） ６番 杉 浦 文 子 

     ９番 秋 葉 仁 喜（第二小委員長） １０番 鈴 木 幸 雄（第一小委員長） 

    １１番 鬼 島 一 郎（職務代理）   １２番 加藤古志郎 

    １３番 石 井 利 明（会  長）   １４番 浦 島 京 子 

  出席推進委員 ７名 

        矢 部 友 一    古 山 光 雄    早 川 昇 一    渡 邉 滋 樹 

        富 田 和 男    平 野 芳 之    風 戸 茂 樹     

 

４ 欠席委員  ２名 

     ７番 八 角 徳 政          ８番 高 山 多 聞（第一副小委員長） 

 

５ 事務局職員  ６名 

   事務局長 高 山 浩 二    局長補佐 丸 島 浩 二 

   係  長 東 條 成 男    係  長 鵜 澤 史 樹 

   主  査 吉 田 茂 則    主  事 酒 井 嵩 文 

 

６ 会議に付した議案 

 ・農地法第３条の規定による許可申請について                 １件 

 ・農地法第５条の規定による許可申請について                １５件 

 ・農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請について         １件 

  ・第８回総会保留議案 農地法第５条の規定による許可申請について       １件 

  ・下限面積（別段面積）の設定について 

  ・令和３年度茂原市農林行政に関する意見書について 

 

７ 報告 

   軽微な農地改良の届出について 

   地目変更登記申請に係る照会について 

   農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人の報告について 
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８ 総会要旨 
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会長 

 

 

 

本日は第９回総会にご参集いただきましてありがとうございます。 

本総会は、農業委員会法第２７条第３項の規定により委員の過半数の出席を頂いて

おりますので成立することをご報告いたします。本日の議事案件については、３条申

請１件、５条申請１５件、５条許可後の計画変更承認申請１件、第８回保留議案１件、

下限面積（別段面積）の設定について、令和３年度茂原市農林行政に関する意見書に

ついて、以上合計２０件となります。そのほか報告事項がございます。 

茂原市農業委員会総会会議規則によりまして、会長が議事の進行をすることになっ

ておりますので、会長にお願いいたします。 

 

 ただ今から農業委員会総会を開催いたします。さて、議事に入る前に本日の議事録

署名人についてこちらで指名させていただいてよろしいでしょうか。（異議なしの声）

本日の議事録署名人は４番蕨委員と５番光橋委員にお願いしたいと思います。議案の

説明及び書記は事務局にお願いします。はじめに農地法第３条の規定による許可申請

についてであります。事務局より説明をお願いします。 

 

農地法第３条の規定による許可申請について、ご説明します。 

それでは第１号議案です。申請地は早野字関芝地先、田１９６９㎡を売買しようと

する申請です。買受人は早野の★★さん、売渡人は早野の★★さんです。申請理由は、

隣地を耕作しており、集約できるため、とのことです。買い受ける農地にて水稲の作

付けを計画しています。 

次に許可基準についてです。全部効率利用要件については、現在買受人が耕作に供

すべき農地のうち、法第３２条第１項各号に該当する遊休農地はありません。主な機

械の保有については、トラクター、耕運機を所有しています。労働力、技術について

は、世帯員２名で従事しております。農作業常時従事要件については、１５０日以上

となっております。下限面積要件については、５０アールを超えております。周辺地

域との関係については、農家組合の中で協力し、農薬撒布など地域と調整して耕作す

るとのことです。 

その他の添付すべき必要書類について併せて確認しております。 

なお、申請地は現在利用権により早野の★★さんが水稲を作付けしておりますが、

本年８月３１日をもって貸借契約を解消する合意が成立した旨の通知書が、７月２１

日付けで提出されております。 

 説明は以上でございます。 

 

第一小委員長から報告をお願いします。 

 

審議の結果、１号議案については許可となりましたので報告いたします。 

 

 

 それでは審議いたします。★★委員いかがですか。 

 

 特別問題は無いと思いますので、許可でよろしいと思います。 

 

 ★★委員いかがですか。 

 

 ★★さんも耕作すると思われますので、よろしいと思います。 

 

 １号議案ですが小委員会の報告及び意見のとおり許可ということでよろしいでし

ょうか。（異議なしの声）それでは１号議案については、許可ということで決定いたし

ます。 

 続きまして農地法第５条の規定による許可申請及び農地法第５条の規定による許
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可後の計画変更承認申請についてであります。事務局より説明をお願いします。 

 

農地法第５条の規定による許可申請及び農地法第５条の規定による許可後の計画

変更承認申請についてご説明します。 

２号議案です。申請地は、粟生野字中ノ台地先、畑３５２㎡です。御蔵芝の★★さ

ん外１人が粟生野の★★さんから使用貸借権の設定により土地を借り受けて、専用住

宅用地とする申請です。申請理由は、現在の住まいが手狭となったため、父より土地

を借り受けて、住宅を建てたいとのことです。また土地選定理由は、実家と隣接して

おり、交通アクセスも良いため、とのことです。事業計画としては、建築面積６６．

４８㎡の住宅１棟と建築面積１３．６４㎡のカーポート１棟を建築します。 

次に転用許可基準です。立地基準について、申請地は農業公共投資の対象になって

いない小集団の生産性の低い農地であることから、第２種農地と考えられます。第２

種農地として判断される場合は、許可し得る農地です。 

続いて一般基準です。申請目的実現の確実性について、他法令に基づく必要な申請

はありません。周辺農地の営農条件への支障について、造成は整地のみで埋立ては行

いません。排水は、合併浄化槽による処理後、道路側溝へ放流します。★★水利組合

の同意を得ております。確認が必要な隣接農地所有者はおりません。 

その他、転用行為を行うのに必要な資力及び信用があること等については、添付さ

れた必要書類で確認しております。 

 

続きまして３号議案です。申請地は、本納字万谷地先、田１０４０㎡です。茨城県

の★★さんが長柄町の★★さんから土地を賃借権の設定により借り受けて、太陽光発

電施設用地とする申請です。申請理由及び土地選定理由は、近くに電柱があり、日当

たりが良く日照条件に問題がないと判断したため、とのことです。事業計画としては、

太陽光パネル２５６枚を設置します。 

次に転用許可基準です。立地基準について、申請地は用途地域内ですので第３種農

地と考えられます。第３種農地として判断される場合は、原則許可できる農地です。 

続いて一般基準です。申請目的実現の確実性について、他法令に基づく必要な申請

として、再生可能エネルギー発電事業の認定を受けており、６月１７日付けで市都市

計画課に太陽光発電設備設置事前協議申出書が提出されております。地域説明につい

ては、個別訪問を行って了解を得ており、自治会からは意見無しとのことです。市都

市計画課にて確認済です。周辺農地の営農条件への支障について、造成は整地のみで

埋立ては行いません。排水は雨水のみで自然浸透です。両総土地改良区より意見書及

び排水同意書が、赤目川土地改良区より意見書がそれぞれ提出されております。確認

が必要な隣接農地所有者は１名おり、確認を得ております。 

その他転用行為を行うのに必要な資力及び信用があること等については、添付され

た必要書類で確認しております。 

 

続きまして４号議案及び農地法第５条の許可後の計画変更承認申請の１７号議案

です。一体計画ですので併せてご説明します。 

申請地は、道表地先、畑２５６㎡です。道表の★★さんが道表の★★さんから売買

により土地を買い受けて、専用住宅用地とする申請です。申請地は、平成１１年９月

１６日付けで事務所用地として農地法第５条の許可を受けておりましたが、前社長が

なくなった後は事業を縮小しており、資金的な問題から計画が実行出来なくなったた

め、とのことです。 

また承継者につきましては、申請理由は、結婚するにあたり分家し自宅を建築した

いため、土地選定理由は、現在の居宅の隣接地であり、立地、面積、価格の条件を満

たしているため、とのことです。事業計画としては、建築面積６７．６９㎡の専用住

宅を建築します。 

次に転用許可基準です。立地基準について、申請地は用途地域内ですので第３種農

地と考えられます。第３種農地として判断される場合は、原則許可できる農地です。 

続いて一般基準です。申請目的実現の確実性について、他法令に基づく申請はあり
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ません。周辺農地の営農条件への支障について、造成は整地のみで埋立ては行いませ

ん。排水は、合併浄化槽による処理後、道路側溝へ放流します。★★自治会より排水

同意書が提出されております。確認が必要な隣接農地所有者は２名おり、確認を得て

おります。 

その他、転用行為を行うのに必要な資力及び信用があること等については、添付さ

れた必要書類で確認しております。 

 

続きまして５号議案です。申請地は、早野字荒区地先、田３２１㎡です。早野の★

★さんが銚子市の★★さんから売買により土地を買い受けて、専用住宅用地とする申

請です。申請理由は、現在借家住まいで手狭となったため、土地選定理由は、現在の

住まいや学校から近く、通勤通学や買い物等、便利なため、とのことです。事業計画

としては、建築面積６１．２７㎡の住宅１棟と建築面積１６．９８㎡の倉庫 1棟を建

築します。 

次に転用許可基準です。立地基準について、申請地は用途地域内ですので第３種農

地と考えられます。第３種農地として判断される場合は、原則許可できる農地です。 

続いて一般基準です。申請目的実現の確実性について、他法令に基づく申請はあり

ません。周辺農地の営農条件への支障について、造成は整地のみで埋立ては行いませ

ん。排水は、公共下水道に接続します。確認が必要な隣接農地所有者は２名おり、確

認を得ております。 

その他、転用行為を行うのに必要な資力及び信用があること等については、添付さ

れた必要書類で確認しております。 

 

続きまして６号議案です。申請地は、早野字関芝地先、田１１５５㎡です。茂原の

★★さんが早野の★★さんから賃借権の設定により土地を借り受けて、資材置場用地

とする申請です。 

申請理由及び土地選定理由は、隣接地を借り受けて資材置場としていますが資材量

が大幅に増加したため、既存施設に隣接しておりスペースを拡張するのに最も適して

いるため、とのことです。事業計画としては、隣地と一体利用し太陽光パネルや蓄電

池の置場とします。 

次に転用許可基準です。立地基準について、申請地は用途地域内ですので第３種農

地と考えられます。第３種農地として判断される場合は、原則許可できる農地です。 

続いて一般基準です。申請目的実現の確実性について、他法令に基づく必要な申請

として、令和２年７月１７日付けで特定事業許可申請書が市環境保全課に提出されて

おります。周辺農地の営農条件への支障について、造成は盛土高１ｍの埋立て工事を

行います。排水は、雨水のみで自然浸透です。★★水利組合から排水同意書が提出さ

れております。確認が必要な隣接農地所有者はおりません。 

その他、転用行為を行うのに必要な資力及び信用があること等については、添付さ

れた必要書類で確認しております。 

 

続きまして７号議案です。申請地は、上永吉字冬田地先外１筆、田３０１㎡です。

茂原市が上永吉の★★さんから使用貸借権の設定により土地を借り受けて、駐車場用

地とする申請です。 

申請理由は、保育所に送迎用の駐車場が確保されていないため、土地選定理由は、

保育所の入り口前に位置しており、送迎用の駐車場として適切であるため、とのこと

です。事業計画としては、５台分の送迎用駐車場とします。 

次に転用許可基準です。立地基準について申請地は、水管、ガス管が埋設されてい

る幅員４ｍ以上の道路の沿道の区域であり、申請に係る農地からおおむね５００ｍ以

内に２以上の教育施設、その他の公共・公益的施設が存することに該当することから、

第３種農地と考えられます。第３種農地として判断される場合は、原則許可できる農

地です。 

続いて一般基準です。申請目的実現の確実性について、他法令に基づく必要な申請

はありません。周辺農地の営農条件への支障について、造成は整地のみで埋立ては行
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いません。排水は、雨水のみで自然浸透です。★★水利組合から排水の同意を得てい

ることを確認しております。確認が必要な隣接農地所有者はおりません。なお、申請

地の一部を平成元年４月頃から許可を得ず駐車場として使用していたため、土地所有

者から始末書が添付されております。 

その他、転用行為を行うのに必要な資力及び信用があること等については、添付さ

れた必要書類で確認しております。 

 

続きまして８号議案です。申請地は、下永吉字川田地先、田３３０㎡です。勝浦市

の★★さんが神奈川県の★★さんから売買により土地を買い受けて、専用住宅用地と

する申請です。申請理由及び土地選定理由は、子の居宅近くに転居したいため、との

ことです。事業計画としては、建築面積８９．４８㎡の住宅１棟及び建築面積３９．

７４㎡の倉庫 1棟を建築します。 

次に転用許可基準です。立地基準について、申請地は用途地域内ですので第３種農

地と考えられます。第３種農地として判断される場合は、原則許可できる農地です。 

続いて一般基準です。申請目的実現の確実性について、他法令に基づく申請はあり

ません。周辺農地の営農条件への支障について、造成は整地のみで埋立ては行いませ

ん。排水は、公共下水道に接続します。また、雨水排水について★★組合から同意書

が提出されております。確認が必要な隣接農地所有者はおりません。 

その他、転用行為を行うのに必要な資力及び信用があること等については、添付さ

れた必要書類で確認しております。 

 

続きまして９号から１２号議案です。一体計画ですので併せて説明します。申請地

は、千町字南原地先外５筆、田５７７㎡のうち２４１．１６㎡、畑４１４４㎡の内１

７６５．９５㎡、農地以外の土地３４．８５㎡、合計２０４１．９６㎡です。白子町

の★★さんが白子町の★★さん外３人から賃借権の設定により土地を借り受けて、仮

設配管埋設及び作業用地として一時転用する申請です。申請理由及び土地選定理由

は、既設送水管の更新工事において、既設配管の埋設地に隣接しているため、とのこ

とです。事業計画としては、仮設配管の敷設及び既設配管の更新のための作業用地と

します。 

次に転用許可基準です。立地基準について、申請地は農用地区域内にある農地と判

断され、原則として許可をすることができない農地ですが、農地法施行令第４条第１

項第１号イ及び第１１条第１項第１号イの「仮設工作物の設置その他一時的な利用に

供するために行うもの」、並びに農地法施行令第４条第１項第１号ロ及び第１１条第

１項第１号ロの「農業振興地域整備計画の達成に支障を及ばすおそれが無いと認めら

れるものであること」に該当し、例外的に許可し得る農地です。 

続いて一般基準です。申請目的実現の確実性について、他法令に基づく申請として、

市土木管理課に道路占用許可申請書及び法定外公共物占用許可申請書が提出されて

おります。周辺農地の営農条件への支障について、埋立ては行わず敷鉄板にて養生し

ます。排水は、送水管敷設作業の際、くみ上げた地下水を用悪水路へ放流します。★

★維持管理組合及び★★農家組合に承諾を得ております。雨水は自然浸透です。両総

土地改良区から一時転用同意書が提出されております。確認が必要な隣接農地所有者

はおりません。 

その他、転用行為を行うのに必要な資力及び信用があること等については、添付さ

れた必要書類で確認しております。 

なお、一時転用について、申請期間は令和３年３月３１日までとなっており、事業

完了後の農地復元誓約書が提出されております。 

 

続きまして１３号議案です。申請地は、小林字芝地先、畑２７０㎡と隣接する雑種

地２２７㎡です。市原市の★★さんが義父である小林の★★さんから使用貸借権の設

定により土地を借り受けて、専用住宅用地とする申請です。申請理由は、現在借家住

まいで手狭となった為、新茂原駅に徒歩１０分の距離で道路状況も利用しやすいた

め、とのことです。事業計画としては、建築面積６０．０３㎡の住宅１棟、１８．６
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３㎡のカーポート３棟、及び３．２０㎡の物置１棟を建築します。 

次に転用許可基準です。立地基準について、申請地は用途地域内ですので第３種農

地と考えられます。第３種農地として判断される場合は、原則許可できる農地です。 

続いて一般基準です。申請目的実現の確実性について、他法令に基づく申請はあり

ません。周辺農地の営農条件への支障について、造成は山砂を０．８ｍ盛土して整地

します。排水は、合併浄化槽による処理後、道路側溝へ放流します。★★自治会から

排水同意書が提出されております。確認が必要な隣接農地所有者は１名おり、確認を

得ております。 

その他、転用行為を行うのに必要な資力及び信用があること等については、添付さ

れた必要書類で確認しております。 

 

続きまして１４号議案です。申請地は、腰当字川向地先外１筆、畑８３５㎡、農地

以外の土地１５４㎡、仮換地地番ゆたか土地区画整理事業１８街区地先、面積３７１

㎡です。小林の★★さんが東部台の★★さんから土地を買い受けて、専用住宅用地と

する申請です。申請地は、平成３１年２月２７日付けで宅地分譲用地として農地法第

５条の許可を受けて既に造成済ですが、換地処分前で地目変更登記ができず、登記簿

地目が農地のままであるため、再度農地法の許可を要するものです。申請理由は、現

在の手狭なアパートから移転するため、土地選定理由は、小学校やスーパーに近く生

活立地が良いため、とのことです。事業計画としては、建築面積８２．８１㎡の住宅

１棟を建築します。 

次に転用許可基準です。立地基準について、申請地は用途地域内ですので第３種農

地と考えられます。第３種農地として判断される場合は、原則許可できる農地です。 

続いて一般基準です。申請目的実現の確実性について、他法令に基づく必要な申請

はありません。新たな造成工事はありません。排水は、公共下水道に接続します。確

認が必要な隣接農地所有者はおりません。 

その他、転用行為を行うのに必要な資力及び信用があること等については、添付さ

れた必要書類で確認しております。 

 

続きまして１５号議案です。申請地は、国府関字原田前地先外１筆、田６４４㎡、

畑６６３㎡、計１３０７㎡です。京都府の★★さんが国府関の★★さん外１人から賃

借権の設定により土地を借り受けて、太陽光発電施設用地とする申請です。申請理由

及び土地選定理由は、日照量が確保でき接道があるため、とのことです。事業計画と

しては、太陽光パネル３６０枚を設置します。 

次に転用許可基準です。立地基準について申請地は農業公共投資の対象になってい

ない小集団の生産性の低い農地であることから、第２種農地と考えられます。第２種

農地として判断される場合は、許可し得る農地です。 

続いて一般基準です。申請目的実現の確実性について、他法令に基づく必要な申請

として、再生可能エネルギー発電事業の認定を受けており、７月１４日付けで市都市

計画課に太陽光発電設備設置事業事前協議申出書が提出されております。地域説明に

ついては、自治会長に説明の上、近隣住民に個別訪問を行い、了解を得たとのことで

す。市都市計画課にて確認済です。周辺農地の営農条件への支障について、造成は整

地のみで埋立ては行いません。排水は雨水のみで自然浸透です。確認が必要な隣接農

地所有者はおりません。 

その他転用行為を行うのに必要な資力及び信用があること等については、添付され

た必要書類で確認しております。 

 

続きまして１６号議案です。申請地は、国府関字原田前地先外３筆、田７０３㎡、

畑５６９㎡、計１２７２㎡です。京都府の★★さんが国府関の★★さん外１人から賃

借権の設定により土地を借り受けて、太陽光発電施設用地とする申請です。申請理由

及び土地選定理由は、十分な日照が得られ事業を行うのに条件が揃っているため、と

のことです。事業計画としては、太陽光パネル３６０枚を設置します。 

次に転用許可基準です。立地基準について申請地は農業公共投資の対象になってい
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会長 

 

 

 

 

★★委員 

 

会長 

 

ない小集団の生産性の低い農地であることから、第２種農地と考えられます。第２種

農地として判断される場合は、許可し得る農地です。 

続いて一般基準です。申請目的実現の確実性について、他法令に基づく必要な申請

として、再生可能エネルギー発電事業の認定を受けており、７月１４日付けで市都市

計画課に太陽光発電設備設置事前協議申出書が提出されております。地域説明につい

ては、自治会長に説明の上、近隣住民に個別訪問を行い、了解を得たとのことです。

市都市計画課にて確認済です。周辺農地の営農条件への支障について、造成は整地の

みで埋立ては行いません。排水は雨水のみで自然浸透です。確認が必要な隣接農地は

２名おり、確認を得ております。 

その他転用行為を行うのに必要な資力及び信用があること等については、添付され

た必要書類で確認しております。 

説明は以上でございます。 

 

 第一小委員長から報告をお願いします。 

 

 審議の結果、２号議案から１７号議案については許可相当となりましたので報告い

たします。 

 

 それでは順次審議します。２号議案です。★★委員いかがですか。 

 

 場所的には適正と思いますので許可相当でよろしいと思います。 

 

 ★★委員いかがですか。 

 

 周りは住宅地ですし耕作地もありませんので許可相当でよろしいと思います。 

 

 ２号議案ですが小委員会の報告及び意見のとおり許可相当ということでよろしい

でしょうか。（異議なしの声）それでは２号議案については、許可相当ということで決

定いたします。続きまして３号議案です。★★委員いかがですか。 

 

 周辺は前にも何件か太陽光発電で許可が出ています。今回も近隣に同意も得てお

り、許可相当でよろしいと思います。 

 

 ★★委員いかがですか。 

 

 既に周りにも太陽光発電があり、本人も耕作していないのでよろしいと思います。 

 

 ３号議案ですが小委員会の報告及び意見のとおり許可相当ということでよろしい

でしょうか。（異議なしの声）それでは３号議案については、許可相当ということで決

定いたします。続きまして４号議案及び１７号議案です。★★委員いかがですか。 

 

 区画整理も済み、周りも住宅地でありますので、許可相当でよろしいと思います。 

 

 ４号議案及び１７号議案ですが小委員会の報告及び意見のとおり許可相当という

ことでよろしいでしょうか。（異議なしの声）それでは４号議案及び１７号議案につ

いては、許可相当ということで決定いたします。続きまして５号議案です。★★委員

いかがですか。 

 

 特別問題無いと思いますので、許可相当でよろしいと思います。 

 

 ５号議案ですが小委員会の報告及び意見のとおり許可相当ということでよろしい

でしょうか。（異議なしの声）それでは５号議案については、許可相当ということで決
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★★委員 

 

 

会長 

 

★★委員 
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★★委員 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

★★委員 

定いたします。続きまして６号議案です。★★委員いかがですか。 

 

 許可相当でよろしいと思います。 

 

 ★★委員いかがですか。 

 

 特別問題無いと思いますので、許可相当でよろしいと思います。 

 

 ６号議案ですが小委員会の報告及び意見のとおり許可相当ということでよろしい

でしょうか。（異議なしの声）それでは６号議案については、許可相当ということで決

定いたします。続きまして７号議案です。★★委員いかがですか。 

 

 場所的にも保育所の前で、駐車場を作ることにより改善されると思いますので許可

相当でよろしいと思います。 

 

 ７号議案ですが小委員会の報告及び意見のとおり許可相当ということでよろしい

でしょうか。（異議なしの声）それでは７号議案については、許可相当ということで決

定いたします。続きまして８号議案です。★★委員いかがですか。 

 

 田となっていますが現状は埋立て済で、周りも住宅地ですので許可相当でよろしい

と思います。 

 

 ８号議案ですが小委員会の報告及び意見のとおり許可相当ということでよろしい

でしょうか。（異議なしの声）それでは８号議案については、許可相当ということで決

定いたします。続きまして９号から１２号議案です。★★委員いかがですか。 

 

 仮設配管埋設工事のための一時転用ですので、許可相当でよろしいと思います。 

 

 ★★委員いかがですか。 

 

 今後の埋設管の管理のこともありますし、一時転用ですので許可相当でよろしい

と思います。 

 

 地元の★★委員いかがですか。 

 

 農振農用地ですが一時転用ですので、よろしいと思います。 

 

 ９号から１２号議案ですが小委員会の報告及び意見のとおり許可相当ということ

でよろしいでしょうか。（異議なしの声）それでは９号から１２号議案については、

許可相当ということで決定いたします。続きまして１３号議案です。★★委員いか

がですか。 

 

 許可の条件は全て揃っていると思いますので、よろしいと思います。 

 

 １３号議案ですが小委員会の報告及び意見のとおり許可相当ということでよろし

いでしょうか。（異議なしの声）それでは１３号議案については、許可相当というこ

とで決定いたします。続きまして１４号議案ですが、土地区画整理事業内で造成済

の権利移転ということで、報告どおり許可相当ということでよろしいでしょうか。

（異議なしの声）それでは１４号議案については、許可相当ということで決定いた

します。続きまして１５号議案です。★★委員いかがですか。 

 

 近隣住民の同意も得ているということですので許可相当でよろしいと思います。 
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 １５号議案ですが小委員会の報告及び意見のとおり許可相当ということでよろし

いでしょうか。（異議なしの声）それでは１５号議案については、許可相当ということ

で決定いたします。続きまして１６号議案です。★★委員いかがですか。 

 

 こちらも許可相当でよろしいと思います。 

 

 １６号議案ですが小委員会の報告及び意見のとおり許可相当ということでよろし

いでしょうか。（異議なしの声）それでは１６号議案については、許可相当というこ

とで決定いたします。 

 続きまして第８回総会保留議案についてであります。事務局より説明をお願いし

ます。 

 

議案第１８号、令和２年７月７日開催 第８回総会保留議案 農地法第５条の規定

による許可申請についてご説明します。 

７月７号議案です。申請地は、本納字南新田地先外３筆、田２１１㎡、畑４５９㎡、

計６７０㎡です。茨城県の★★さんが本納の★★さんから土地を賃借権の設定により

借り受けて太陽光発電施設用地とする申請です。申請理由及び土地選定理由は、十分

な日照が得られ事業を行うのに条件が揃っているため、とのことです。事業計画とし

ては、太陽光パネル１７２枚を設置します。 

その他転用行為を行うのに必要な資力及び信用があること等については、添付され

た必要書類で確認しております。 

先月総会では、一般基準にあります申請目的実現の確実性に係る他法令に基づく申

請について、市都市計画課に確認したところ近隣住民でまだ説明を受けていない方が

おり指導中であったため、確認がとれるまで審議保留となりました。 

その後、近隣住民や自治会役員に説明して地域との関係構築を図っているが、まだ

調整がついていないとのことです。市都市計画課も確認継続中とのことです。 

その他の許可基準の項目については、先月総会にてご審議いただいております。 

説明は以上でございます。 

 

 それでは審議に入らせていただきます。★★委員いかがですか。 

 

 まだ地域説明の確認がはっきりしていないということですので、今回も保留して、

確認がとれてからの判断にしたほうがよいと思います。 

 

 ★★委員いかがですか。 

 

 ★★委員がおっしゃったとおり、自治会等の確認を早く得て頂きたいと思います。 

 

 ★★委員いかがですか。 

 

 やはり周辺地域の住民の方の理解を得るべきと思いますので、保留とすることが

必要と思います。 

 

 ★★委員いかがですか。 

 

 皆さんの意見のとおり、住宅地の中での問題ですから、特に周辺の皆さんの確認

はきちんとさせたほうが良いと考えます。 

 

 １８号議案ですが地元からの意見も重要視し、指導要綱に基づく地域説明の確認

が取れるまで再度保留ということでよろしいでしょうか。（異議なしの声）それでは

１８号議案については、保留ということで決定いたします。 
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 次に議案第１９号下限面積（別段面積）の設定についてであります。事務局の説明

をお願いします。 

 

 内容等について説明する。 

 

 説明が終わりました。ご意見ございますか。（異議なしの声）それでは変更無しとい

うことで、５０アールとすると決定いたします。 

 次は、議案第２０号です。令和３年度茂原市農林行政に関する意見書の提出についてで

あります。事務局の説明をお願いします。 

 

 内容等について説明する。 

 

 説明が終わりました。ご意見ございますか。 

 

 農業委員会法が改正され、意見書を提出するようになってから、毎年農業費の市

単独費の予算措置を要望し続けていますが、市の歳出予算額が増加する中で農業費

の予算は残念ながら減少しています。また、認定農業者でなくても地域の農業を担

っている方もいることから、そうした個人へ市独自の補助事業を要望しています。 

 

 県営圃場整備以外の昭和３０年代の土地改良事業は、補助金を受けずに全額農家

負担で実施したため、用排水路は土水路のままで、非常に耕作しづらくなっていま

す。このままでは耕作放棄地になってしまう。そういったことをいかに解消してい

くかということを、市が農業委員会と協議し、農地を守るべき地区の用排水路を整

備する施策を進めてもらうようお願いしたいと思います。 

 

 農業という産業の性格上なかなか市町村だけでは対応しきれない事業展開があり

ます。私どもの地域も半分は県整備ですが半分は土水路で、整備がされているよう

に見える所でも実際の農業は大変な状況があります。ですから、市単独事業も大い

に要求しながら、もっと国・県の補助事業も大胆に導入するという意識を市長部局

に求め、その後押しを農業委員会もやっていくというのが非常に大事と思います。

農地・農業を守るために規制しているわけですから、規制するだけでなく市が農業

振興策をあらゆる面から展開するようにさせていくことが、農業委員会の活動とし

ても必要ではないかと思っています。 

 

 全国的に人・農地プランや農地集積を推進していくという流れがある中で、まず

は、市として農業政策の具体的な方針を地区毎に定める必要があると思います。そ

の上で、それに合った補助事業等を地域に提示出来れば、それぞれの地域の農業が

前向きな方向に進んでいくと思います。 

 

 農家の方にとっては事務手続きが苦手なために、認定農業者とはならず個人的に

規模拡大している方もいます。そういった方へ市単独費での対応、あるいは認定を

取れるように市が応援してやっていただければと思います。 

 

 せっかく予算計上しても、補助事業を使える人がほんの一部に限定されてしまっ

ています。地域の事情や年齢に応じてもっとハードルを低く設定してはどうか話し

ていただきたいと思います。国や県にも要望していただければと思います。 

 

 貴重な意見をいただきました。これらの意見を踏まえ、また茂原市の農家の現状

をあらためてお話ししながら、市長へ意見書を提出してまいりたいと考えておりま

す。それでは２０号議案についてはこの内容で市長宛に意見書を提出することにい

たします。 

 以上で議案関係は終わりました。次に報告に入ります。 
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事務局 

 

 

 

 

 

会長 

 

次の事案を報告 

 

  ・軽微な農地改良の届出について 

  ・地目変更登記申請に係る照会について 

  ・農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人の報告について 

 

 以上で本日の総会を終了します。御苦労さまでした。 

 

  
 


